
令和２年（2020 年）６月 24 日 

議会改革推進会議 資料№１ 

一般質問を通した議員力の向上について 

2020/06/24 

議会改革推進会議 正副委員長 

１ 経緯 

令和２年４月に正副議長より議会改革正副委員長に対して、「議会のレベルアップのためには

議員個々のレベルアップ、つまり、『議員力の向上』が重要である。そのために、一般質問の向上、

議員の意識改革を考えられたい」という趣旨の依頼があった。また、その説明のなかでは、平成 29

年３月に議会改革推進会議が編集した「『たかが一般質問、されど一般質問』が生かされている

か」といったことにも触れられた。 

 

２ 課題整理 

（１）『たかが一般質問、されど一般質問』が生かされているか 

  冊子から引用すると、「一般質問は、議員の力量が計られる場」であり、「議員各人の質問

力＝政策力は議会力の根幹」であることからも、一般質問の重要度は高く。議員個々によ

る一般質問力のパワーアップである。 

 

（２）「（一般質問が）このままでよいのか」という動機付けから、一般質問を活かしていくというところ

へどうつなげられるか。 

  冊子から引用すると、「良い一般質問が活かされているとは限らない。議員ひとりの提起であ

って議会の提起でないからである」とあることからも、良い一般質問が活かされる仕組みづくり

が必要。 

 

３ 取り組みの方向性（提案） 

（１）『たかが一般質問、されど一般質問』の有効活用 

 冊子『たかが一般質問、されど一般質問』自体の検証ではなく、冊子の付録として「自己評

価シート」があることからも、先ずは、議員個々がそれぞれの一般質問を振り返り、自己評価・

検証されるように促していく。 

また、その振り返りのなかで、「一般質問のパワーアップ」という視点で、個人の解決できない

点や全体で議論することが有効と考えられる点について、今後の委員会で協議・検討してみる。 
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（２） “良い一般質問”が活かされる仕組みづくり 

 良い一般質問の課題とされる「まちの争点・現状分析・論点のまとめ・解決のための方策・論ず

る力」などを、議員間で共有してみる。 

 他の議員の一般質問は本会議場で聴いているものの、自身の一般質問もあったりすることから、

十分に受け止めきれず、良い一般質問だと思っても、次へつながっていかない感がある。 

 議員の質問力を向上する観点で、自身が一般質問として取り上げた場合などを想定して、意

見交換してみるのはいかがか。特に、「議会だより」に各議員の一般質問の注目点があることから、

それを材料としてみるのはいかがか。 

 

 


